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一話一し～合＼ぃ＼＼＼～周一囲一の一人一々一一1~ 親 母 生｜ちラゐ｜そ近所、｜親 威
よ く 話 し ム日 う 27°0% 56°6% 3.0% 79.0% 29.9% 10.0% 
，心 要 な 時 だ け 55.6 36.2 65.5 16°1 31°6 41.5% 
めったに話し合わない 11.s 4,3 30.6 3.6 36.2 45,7 
表5 対人関係における理解の程度
生｜ろラゐ｜そ近所デ｜親 戚一九＼ 一～一、 ~ 持理 解 ～～一～一一
よく理解してくれている 28.6% 39.5% 9.9% 32.9% 16.8% 7°9% 
事 情 tこ よ る 56.6 50.7 67° l 56.6 61. 5 66°5 
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨ ⑮ ＠ 
意見
テ都会ら 努カ以上 狭が 分自他い
発業工展度然が自い。
こと こIC 分自す良くが よIC でか こカ1レれ 土い減入 のる 土地の充実さ
のす い出 れき近く のなピとな てし発展
た土。 土る たちる必要。 暮な 土さ





めれ はし、 ん、 るな とた





とSD ょん t土L、 る 所る遅れ をもある る人 tこし、 に良 刺激くてつ見ど
」ー 。 と を 所の 都会 。 暮すい。れ 気 はて 。 気 をカ”つ
平均値 2.72 3-48 3°04 2°87 4° ll 1.58 1°76 1-63 4-16 2-30 2-52 
s D 1.49 1-50 1-64 1.44 1.34 1.03 1-14 0°95 1.12 1.33 1.34 
＠ ③ ＠ ＠ ⑮ ＠ ⑮ ⑬ ⑫ ＠ ⑧ 
こ位 都会安。 こ噂もき 学校に出 こく 先祖代気れる 近所付の。
こメ こて こ極 都会がこのを こな のわ のに こ若 の的
土気 な はにい る 土か 土な のい 土住 のれ
地に ど ちな。
事仕の他より
地り 々tt き 地り 老人
翼
人て
のし に より 人の合え のし
A日． にそ 人の tまい
人々すぎ で とつ由自 こな L、 いう 考の意見 美るて たに で々 のい は た。 し。
Iiる 暮す しな めな と安
土。
表面 ら えと L、
家柄 たこと動行が
I結局都Zミ>. い。
t主，c, 地 分自 方合 る要 然自の 何とであ 台、 的 t主才フ t乙や t主 雛ら なも t主 古くいな ti tこ地 不 でで なる !. 積 あ
2.55 2°66 2.54 2.77 2.77 3°62 2°82 3.53 2.94 1.34 2.32 
1-32 1.53 1.37 1.53 1.25 1-32 1.49 1.31 1.19 1.19 1.24 
⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ＠ ⑧ ⑧ ＠ ＠ 
若人い束縛の のこ気図 土のこ往来く
こら 都会郷を こる 都会汚れ 都会揮し のこ手伝 こて 都会になこれ この のい
土で ttる にな はに はて にて 土わ 土て t乙る
tこt主 地あ 地し 若よ 出つ 交不
犯罪もいる。
出み 地な 地住 出。
と重 はる のて L、う てか 通も便 てた にいれけ はみ るっ荷
学校も






L、 の 家な でい L、
家庭 隣 もう し 能力 のら
落。 人
や。
所近 をな 結局故 。 空 事仕ない ち t主
慣習 雰的 そい 活す 気も を マコ ダよ そ。 発 を。 し、 メ
3°07 2.90 2-06 2-64 1.10 2-86 1.47 2.45 3-88 1-90 3.50 
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すぎる」である「生活が使利」， 「騒々 しいj 「人の気
持が冷たい」 「健康によくない」等の項目があげられて
いる一方都市指向型においては「人が多すぎる」 「生活









































ι」吋刈吋 6.7, 3.3, 
表8 現在の仕事に関して（会社の規模）
会社の規模 l1~A1n；人15~記入jig，；副首0 全l
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